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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 26年２月 12日に公表した業績予想を下記のとおり修正しましたので、

お知らせいたします。 

記 

 

● 業績予想の修正について 

平成 26年３月期 通期連結業績予想数値の修正（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （Ａ） 
百万円 

1,600,000 
百万円 

24,000 
百万円 

29,000 
百万円 

14,000 

円 銭 

19.49 

今回修正予想 （Ｂ） 1,610,000 32,000 40,000 21,000 29.24 

増 減 額   （Ｂ－Ａ） 10,000 8,000 11,000 7,000  

増 減 率  （％） 0.6 33.3 37.9 50.0  

(ご参考)前期実績 
(平成 25年３月期) 

1,448,305 35,153 44,690 13,195 18.37 

 

平成 26年３月期 通期個別業績予想数値の修正（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （Ａ） 
百万円 

1,193,000 
百万円 

2,000 
百万円 

8,000 
百万円 

4,500 

円 銭 

6.27 

今回修正予想 （Ｂ） 1,208,000 2,700 11,300 7,600 10.58 

増 減 額   （Ｂ－Ａ） 15,000  700 3,300 3,100  

増 減 率  （％） 1.3  35.0 41.3 68.9  

(ご参考)前期実績 
(平成 25年３月期) 

1,085,125 14,204 24,563 6,032 8.40 

  

 

 

 

 



 

 

修正の理由 

１ 連結業績予想 

（１）営業利益 

建設事業及び不動産事業の子会社における利益率の改善により売上総利益が増加したことなど

から、前回予想より 80億円増加する見込みです。 

（２）経常利益及び当期純利益 

営業利益の増加に加え、前回発表時の想定為替レート（平成 25 年９月末レート）と比較して平

成 26 年３月末の為替レートが円安になり、主に当社において為替差益が増加したことなどから、

経常利益は前回予想より 110億円増加し、当期純利益は 70億円増加する見込みです。 

 

２ 個別業績予想 

（１）営業利益 

完成工事高の増加に伴い完成工事総利益が増加したことなどから、前回予想より７億円増加する

見込みです。 

また、完成工事利益率は 4.7％（建築 4.3％、土木 6.2％）となる見込みです。（前回発表時の見

通しは 4.7％（建築 4.2％、土木 6.4％）） 

（２）経常利益及び当期純利益 

営業利益の増加に加え、為替差益が増加したことなどから、経常利益は前回予想より 33 億円増

加し、当期純利益は 31億円増加する見込みです。 

 

（その他投資者が会社情報を適切に理解・判断するために必要な事項）  

１ 期末配当金 

１株につき普通配当４円（中間配当金を含めて年８円）とする予定であり、変更はありません。 

 

２ 平成 27年３月期連結業績予想及び個別業績予想 

本年５月の決算発表時に公表いたします。 

 

（ご参考）平成 26年３月期 通期個別受注高の実績                  （単位：億円） 

 ２月 12日発表値 実  績 比較増減  
(ご参考)前期実績 
(平成 25年３月期) 

建  築(うち海外) 9,100（  800） 9,350（  851） 250（   51）  8,532（288） 

土  木(うち海外) 2,400（  400） 2,744（  213） 344（△186）  2,484（506） 

建設事業計(うち海外) 11,500（1,200） 12,094（1,064） 594（△135）  11,016（795） 

 

（注）上記の連結業績予想及び個別業績予想は、現時点における入手可能な情報に基づいており、実

際の業績は、様々な要因により予想値と異なる可能性があります。 

以 上 


